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特定非営利活動法人

河内長野市総合スポーツ振興会

“長寿社会と少子化
”

社会構造の変革に伴って、 個人の健康に対す
る意識の高まりと共にスポーツに対する関心が一層深まってきました。

そして関り方も「観る、聴く」という受動型から「動く、する」の能動
参加型へ変わろうとしています。 反面、 情報化の浸透で動かずして地
球の裏側の情報が入手出来るようになって、 人と人のコミュニケ ー シ

ョンの場が無くなり、 感動を共有する喜びが薄れ、 孤独 ・ ストレス ・

倦怠感等々の運動不足から来る種々の弊害がおきています。 こういっ
た環境の変化や生活様式の多様化に対応してスポーツのニー ズが高ま
りつつある一 方、 メタボリック症候群に起因する多数の成人病患者や
その予備軍が存在する現状を改善するためにも、 市民に対するスポー

ツ振興こそ最も有効な解決手段であると考えました。
そのためには従来からの「競技スポ ー ツ」と、 誰でも何処でも何時

でも親しめる「生涯スポーツ」とを融合させた有機的な振興策が必要
であり、 尚且つ医学・栄養学・ スポー ツそれぞれの立場が三位一体と
なって活動できる総合的な組織が必要になってきました。 即ち縦割り

行政の隙間を埋める組織として、 我々河内長野市体育協会 ・ 河内長野

市スポーツレクリエ ー ション協会・河内長野市体育指導委員会のスポ

ーツ関係3団体は一致団結し、 主体的な総合的スポー ツ振興事業を展

開する目的で河内長野市総合スポーツ振興会を創設しました。

当振興会の活動内容は

1、 市民のスポー ツ振興に係る全ての事項を包括し、関係する事業を
行う。

2、 医学、 栄養学、 スポーツそれぞれの立場が三位一体となって市民

の健康体力造りを推進する。
3、 スポーツの普及、 振興を図ると共に技能の向上を推進する。

4、 スポーツ活動の安全性を高める為の支援、 啓蒙活動をする。

5、 行政の健康推進事業を受託する。

6、 文部科学省推進の地域総合型スポ ーツクラプ育成事業に対する




